
議第209号　
令和2年度京都市一般会計補正予算

（令和3年3月18日付帯決議）
本補助金の制度運用に当たっては、京都の企
業・事業者等をしっかりと支えるというメッ
セージが伝わるように、以下の点を強く求める。

記
１ 対象となる事業者及び取組等を可能な限り幅

広く捉え、多くの皆様に活用いただけるもの
とし、迅速な審査、支給を行うこと。

２ 周知については、一件でも多くの事業者に伝
わるように徹底した工夫を講じること。ま
た、国や京都府の施策も併せて活用できるよ
う案内すること。

３ コールセンターがつながらないといった苦情
を無くすように、回線等の充実を図ること。

４ 相談については、これまでの本市諸制度との
違いや事後申請方式であることを踏まえ、事
業者に分かりやすく明確な説明を行うこと。

（賛成会派等）全会派等

市
民
の
皆
様
に
対
す
る
積
極
的
か

つ
丁
寧
な
説
明
が
求
め
ら
れ
ま

す
。次

期
基
本
計
画
に
掲
げ
た
未
来

像
の
実
現
に
向
け
て
、
特
に
優
先

的
に
取
り
組
む
政
策
を
、
市
民
目

線
で
分
野
横
断
的
に
融
合
し
、
京

都
の
都
市
特
性
や
強
み
を
生
か
す

た
め
の
「
8
つ
の
重
点
戦
略
」
を

掲
げ
た
う
え
で
、「
環
境
」
か
ら

「
く
ら
し
の
水
」
に
至
る
27
の
政

策
分
野
に
お
い
て
、
市
民
の
い
の

ち
と
く
ら
し
を
し
っ
か
り
と
守
る

政
策
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
2
月
市
会
に
お
い

て
、
第
8
弾
・
第
9
弾
と
な
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

補
正
予
算
な
ど
を
審
議
し
、
可
決

し
ま
し
た
。

自
由
民
主
党
京
都
市
会
議
員
団

は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
つ
い

て
、
体
制
の
準
備
に
速
や
か
に
着

手
し
、
市
民
や
市
会
に
対
し
て
必

要
な
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
を
求

め
ま
し
た
。
ま
た
、
業
種
や
規
模

に
よ
っ
て
お
こ
る
支
援
の
差
解
消

と
、
幅
広
い
事
業
者
の
皆
様
が
使

い
や
す
い
京
都
市
独
自
の
事
業
者

支
援
制
度
の
創
設
を
求
め
、
実
現

に
至
り
ま
し
た
。（
第
9
弾
）

次
期
京
都
市
基
本
計
画
は
、
21

世
紀
の
最
初
の
四
半
世
紀
に
お
け

る
グ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
京

都
市
基
本
構
想
の
総
仕
上
げ
と
な

る
今
後
5
年
間
の
羅
針
盤
で
あ

り
、
極
め
て
重
要
な

計
画
で
す
。

人
口
減
少
や
少

子
化
、
地
球
温
暖
化

へ
の
対
応
を
は
じ
め

と
し
た
課
題
が
背
景

に
あ
る
中
、
文
化
庁

の
京
都
移
転
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
や
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
の
重
要
性
の
高
ま

り
な
ど
の
新
た
な
動

き
も
捉
え
て
政
策
を

進
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
特
に
、
直

面
し
て
い
る
2
つ
の

危
機
で
あ
る
「
コ
ロ

ナ
感
染
症
対
策
」
と

「
持
続
可
能
な
行
財

政
の
確
立
に
向
け
た

改
革
」
に
重
点
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、

　

京
都
市
会
2
月
市
会
で
は
、
京
都
市
の
都
市
経
営
の
基
本
と
し
て
、

今
後
5
年
間
に
取
り
組
む
主
要
な
政
策
を
示
す
「
京
都
市
基
本
計
画
」

に
つ
い
て
、
基
本
計
画
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
集
中
審
議
を
行

い
、
自
民
党
市
議
団
は
、
全
市
的
な
観
点
か
ら
積
極
的
に
数
多
く
の
提

言
を
致
し
ま
し
た
。（
４
面
に
関
連
記
事
）

⃝

こ
れ
ま
で
の
基
本
計
画
の
総
括

と
、
新
た
な
基
本
計
画
の
重
点

に
つ
い
て

⃝
京
都
の
強
み
、
良
さ
を
活
か
し

た
重
点
戦
略
の
推
進
に
つ
い
て

⃝
今
後
の
保
育
・
国
保
・
敬
老
乗

車
証
、
教
育
環
境
等
の
取
組
に

つ
い
て

⃝
京
都
市
が
目
指
す
未
来
の
ま
ち

の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

⃝
都
市
の
基
盤
を
整
備
す
る
た
め

の
投
資
的
事
業
の
在
り
方
に
つ

い
て

⃝
行
財
政
改
革
の
推
進
と
、
市
民

に
対
す
る
説
明
に
つ
い
て

⃝「
文
化
首
都
・
京
都
」
実
現
、

文
化
を
基
軸
に
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

⃝
中
小
企
業
を
下
支
え
す
る
京
都

経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て

⃝
市
民
目
線
・
住
民
目
線
に
よ
る

京
都
観
光
の
推
進
に
つ
い
て

⃝
分
野
横
断
的
な
観
点
に
よ
る
森

林
政
策
の
推
進
に
つ
い
て

⃝
Society5.0

を
踏
ま
え
た
デ
ジ

タ
ル
化
の
推
進
に
つ
い
て

補
正
予
算
の
主
な
内
容

⃝
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業
…
8
億
9
、6
0
0
万
円

⃝
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
入

院
患
者
受
入
医
療
機
関
へ
の
支
援

金
…
…
…
…
4
億
6
、4
0
0
万
円

⃝
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
協
力
金
（
第
２
期
分
）
及

び
京
都
府
緊
急
事
態
措
置
協
力
金　

…
…
…
…
…
13
億
3
、0
0
0
万
円

⃝
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
社
会
に
対
応
し
た

中
小
企
業
相
談
窓
口
体
制
強
化　

�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
億
円

補
正
予
算
の
内
容

⃝
京
都
市
中
小
企
業
等
再
起
支
援
補

助
金
の
創
設

議第180号　令和2年度京都市一般会計補正予算
（令和3年2月17日付帯決議）
　本市におけるワクチン接種に関しては、今回の議会の意思
も十分にくみ取ったうえで、希望する全ての市民に対して滞
りなく実施されるように、国や府、医療機関との連携の下、
ワクチンの確保、適切な輸送と保管、個別接種会場となる医
療機関の確保、かかりつけ医でも接種が受けられる仕組みの
構築、集団接種会場の整備、ＩＣＴを活用した予約システム
の構築やコールセンターでの円滑な運営・丁寧な説明、医
師・看護師等の人材の確保、接種データの適切な管理など、
必要な措置を確実に実施すること。
　また、国が示す優先接種対象については、同じエッセン
シャルワーカーでありながら、入所施設従事者と訪問ヘル
パー等とで差異があることや、障害者・認知症高齢者など、
現実に接種困難者となり得る方々への対応についても具体的
に示されていないことから、本市として配慮を必要とする
方々へ柔軟かつきめ細かく対応されることを求める。
　あわせて、市民や市会に対して必要な情報を適
宜開示することを求める。

（賛成会派等）全会派等

議第181号　令和2年度京都市一般会計補正予算
議第201号　令和2年度京都市一般会計補正予算

（令和3年2月25日付帯決議）
　本市においては、本年1月14日に、緊急事態宣言の2度
目が発出され、当初期限であった2月7日以降も延長されて
いる。現下のコロナ禍における厳しい京都経済の状況も鑑み、
本補正予算において営業時間短縮要請の期間延長等に伴う飲
食店等に対する協力金の増額や中小企業資金繰り対策の充実、
中小企業相談窓口体制の強化などが計上されている。これに
関連し、予算特別委員会における質疑に対し、今ある国の地
方創生臨時交付金約30億円の一部を活用し、京都市独自の
事業者支援制度を構築するとの答弁もあったところである。
これは議会としても、かねてから要望していたところである
が、特に、現在、業種や規模によっては支援に差があること
も事実であり、独自支援制度の構築に当たっては、それらの
解消につなげると同時に、幅広い事業者の皆様が使いやすい
制度とし、京都の中小企業・小規模事業者をはじめ、地域企
業を守るため、スピード感を持って制度を構築し、一日も早
い支援ができるよう予算化を求める。

（賛成会派等）全会派等

自民党の提言により実現！ ワクチン摂取を確実に！時短要請（協力金）以外に支援を！
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土
木
事
務
所
の
人
員
体
制
を
3
割

程
度
強
化
し
、
災
害
時
の
対
応
能

力
の
充
実
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

公
園
や
街
路
樹
を
含
め
た
公
共
土

木
施
設
を
土
木
事
務
所
で
一
元
的

に
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民

の
皆
様
か
ら
の
御
要
望
に
対
す
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
実
現
い
た
し

ま
す
。

無
駄
の
な
い
持
続
可
能
な

市
営
住
宅
へ
の
改
革

■
𠮷
井
あ
き
ら
議
員
（
質
疑
）
現

状
で
は
管
理
戸
数
約
2
万
3
千

戸
に
対
し
て
入
居
戸
数
は
約

1
万
8
千
戸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
こ
れ
だ
け
の
戸
数
の
市

営
住
宅
を
維
持
し
続
け
る
べ
き
な

の
か
、
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
営
住
宅
の
地
域
的
な
偏
り

や
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
を
踏

ま
え
、
大
量
の
市
営
住
宅
を
非
効

率
に
維
持
す
る
の
で
は
な
く
、
行

政
と
民
間
の
適
切
な
役
割
分
担
の

も
と
、
市
営
住
宅
に
求
め
ら
れ
る

真
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が

で
す
か
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
管
理

戸
数
を
入
居
実
態
に
見
合
う
よ
う

減
ら
し
て
い
く
と
と
も
に
、
令
和

3
年
度
か
ら
、
公
募
戸
数
も
こ
こ

数
年
の
入
居
実
績
が
4
0
0
戸
程

度
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、「
量
」

を
適
正
化
し
ま
す
。

　

同
時
に
、
早
期
に
入
居
者
の
安

心
安
全
を
確
保
し
、
市
営
住
宅
の

「
質
」
を
確
保
し
ま
す
。

■
𠮷
井
あ
き
ら
議
員
（
質
疑
）
コ

ロ
ナ
禍
の
も
と
、
本
市
の
財
政
状

況
や
交
通
局
を
は
じ
め
と
す
る
交

通
事
業
者
の
経
営
が
苦
し
い
状
況

に
あ
る
こ
と
は
十
分
理
解
し
て
い

ま
す
が
、
生
活
交
通
の
利
便
性
の

更
な
る
低
下
も
危
惧
さ
れ
る
今
こ

そ
、
京
都
市
と
し
て
の
責
任
を
果

た
す
べ
き
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
今
後
、
京
都
市
と
し
て
、
ど

の
よ
う
に
小
金
塚
地
域
を
含
む
山

科
区
の
生
活
の
足
を
守
っ
て
い
く

の
か
、
お
答
え
く
だ
さ
い
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
山
科

区
で
は
市
バ
ス
が
撤
退
し
、
24
年

が
経
過
し
ま
す
。
今
後
、
協
議
会

の
活
用
を
検
討
し
つ
つ
、
山
科
区

民
の
足
を
守
る
た
め
、
令
和
3
年

度
か
ら
、
議
員
御
提
案
の
市
バ
ス

と
の
共
同
運
行
も
視
野
に
入
れ
て
、

民
間
バ
ス
事
業
者
と
し
っ
か
り
と

協
議
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

山
科
区
小
金
塚
の
生
活
の
足
に

つ
い
て
は
、
本
市
と
し
て
、
短
期

か
ら
長
期
に
わ
た
る
あ
ら
ゆ
る
取

組
の
可
能
性
を
探
り
、
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
採
算
面
等
か
ら
交
通
事

業
者
の
参
入
が
困
難
な
地
域
に
お

い
て
、
住
民
の
共
助
に
よ
り
運
行

す
る
、
い
わ
ゆ
る
住
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
バ
ス
へ
の
支
援
制
度
の
創

設
に
つ
い
て
は
、
運
行
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
と
と
も
に
、
導
入

が
円
滑
に
進
む
よ
う
後
押
し
し
て

ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
ご
要
望
に
速
や
か
な
対
応

土
木
事
務
所
機
能
強
化
へ

■
𠮷
井
あ
き
ら
議
員
（
質
疑
）
市

民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
土
木
事
務
所
を

は
じ
め
と
す
る
出
先
事
務
所
の
機

能
強
化
を
さ
ら
に
図
っ
て
い
く
こ

と
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
か
れ

る
の
か
、
お
答
え
く
だ
さ
い
。

■
鈴
木
章
一
郎
副
市
長
（
答
弁
）

押
し
を
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
り

ま
す
。
持
続
可
能
な
京
都
の
観
光

振
興
に
向
け
、
地
域
特
性
を
生
か

し
た
地
域
主
体
に
よ
る
地
域
観
光

振
興
の
支
援
に
つ
い
て
、
京
都
市

に
お
い
て
、
具
体
的
で
実
行
性
の

あ
る
方
策
を
要
望
し
ま
す
。

が
安
心
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
魅

力
や
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
資

す
る
も
の
で
す
。

　

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

今
後
と
も
、
地
域
・
保
護
者
の
皆

様
の
想
い
を
受
け
止
め
、
子
ど
も

た
ち
が
新
し
い
小
中
一
貫
校
で
学

ん
だ
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
地
域

を
大
切
に
し
て
活
躍
す
る
、
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
学
校
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「
と
っ
て
お
き
の
京
都
」

伏
見
観
光
活
性
化
へ

■
橋
村
芳
和
議
員
（
要
望
）
4
月

で
伏
見
区
誕
生
90
周
年
を
迎
え
る

私
の
地
元
、
伏
見
区
で
は
「
伏
見

観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を

発
足
さ
せ
、
地
域
の
観
光
情
報
発

信
の
強
化
や
各
事
業
者
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
強
化
に
努
め
る
と
と
も

■
橋
村
芳
和
議
員
（
質
疑
）
市
長

は
、
こ
れ
ま
で
1
年
以
上
に
わ
た

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
お
い
て
、
何
を
大
切
に
思

い
、
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
臨
ん
で

き
た
の
か
。
ま
た
、
収
束
に
向
け

て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
、
そ
の
決
意
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
市
民

の
命
と
健
康
を
守
り
抜
く
た
め
、

府
市
協
調
の
下
、
市
会
と
も
危
機

感
を
共
有
し
、
市
民
や
事
業
者
の

皆
様
の
御
理
解
も
得
て
取
り
組
ん

で
き
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
未
だ
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
ワ
ク
チ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

や
り
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
本

市
で
は
い
ち
早
く
職
員
体
制
を
整

え
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上

げ
な
ど
、
き
め
細
や
か
な
情
報
提

供
体
制
を
構
築
し
て
お
り
ま
す
。

本
市
の
人
口
当
た
り
の
医
師
数
が

全
国
一
と
い
う
強
み
を
活
か
し
、

京
都
府
医
師
会
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

地
域
の
想
い
を
受
け

小
中
一
貫
校
創
設
へ

■
橋
村
芳
和
議
員
（
質
疑
）
現
下

の
本
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

に
あ
っ
て
も
、
決
し
て
、
小
栗
栖

中
学
校
区
や
西
陵
中
学
校
区
の
小

中
一
貫
教
育
校
創
設
に
向
け
た
取

組
は
休
止
す
べ
き
で
は
な
く
、
保

護
者
や
地
域
の
皆
様
の
想
い
を
受

け
止
め
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
る
学
校
実
現
に
向

け
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

い
か
が
で
す
か
。

■
在
田
正
秀
教
育
長
（
答
弁
）
小

中
一
貫
教
育
校
の
創
設
に
向
け
た

取
組
は
、
学
校
を
核
と
し
て
地
域

の
絆
が
一
層
深
ま
る
も
の
で
あ
り
、

将
来
に
わ
た
っ
て
す
べ
て
の
世
代

に
、
観
光
地
の
分
散
化
に
寄
与
す

る
「
と
っ
て
お
き
の
京
都
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
き
て
お
り
、

昨
年
度
か
ら
は
、
伏
見
港
の
「
み

な
と
オ
ア
シ
ス
（
国
土
交
通
省
）」

登
録
を
目
指
し
、
府
市
協
調
の
下
、

オ
ー
ル
伏
見
で
持
続
可
能
な
伏
見

の
賑
わ
い
づ
く
り
の
取
組
を
進
め

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
地
域
経

済
も
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る

折
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
た

地
域
主
体
に
よ
る
取
組
を
行
政
が

し
っ
か
り
と
支
援
し
、
力
強
く
後

京
都
の
今
と
未
来
に
責
任
を
果
た
す
！！

1		�令和3年度予算編成に対する基本的な姿勢と今後の財政運
営に対する考え及び執行体制の強化

2		新型コロナウイルス感染症対策に関する今後の取組
3		府市協調の更なる推進
4		国土強靭化に向けた道路等の防災・減災対策
5		小栗栖中学校区及び西陵中学校区の小中一貫校の創設
6		伏見港の「みなとオアシス」登録を契機とした官民連携に
よる伏見活性化と今後の観光振興（要望）

⃝橋村芳和議員の質疑項目⃝

1		�次期京都市基本計画（はばたけ未来へ！京
プラン2025）

2		�環境行政の更なる推進とプラスチックごみ
対策

3		�今後の市営住宅の在り方
4		�北陸新幹線の延伸事業
5		�土木事務所をはじめとする建設局出先事務
所の機能強化と効率化

6		�山科区における地域公共交通（バス）の確保

⃝𠮷井あきら議員の質疑項目⃝

人
口
当
り
医
師
数
No1
の
強
み

ワ
ク
チ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
完
遂
へ
体
制
整
備

山
科
区
で
市
バ
ス  

復
活
へ
！！

四
半
世
紀
ぶ
り

コ
ロ
ナ
対
策
！！
市
長
の
姿
勢
を
問
う

橋
村
芳
和 

議
員

⃝

伏
見
区

𠮷
井
あ
き
ら 

議
員

⃝

山
科
区

港
町
を
伝
え
る
「
伏
見
十
石
舟
」

四
半
世
紀
ぶ
り
に
山
科
区
で

市
バ
ス
復
活
へ

令和3年3月28日自由民主党京都市会議員団ニュース第71号

環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。

環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。
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■
加
藤
昌
洋
議
員
（
質
疑
）
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
及
び
業
務
効

率
の
向
上
に
向
け
て
、
窓
口
業
務

に
お
け
る
書
類
の
簡
素
化
を
進
め

る
と
同
時
に
郵
送
申
請
や
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
に
も
取
り
組
む
必
要
性

が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
京
都
市
の

考
え
方
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

■
岡
田
憲
和
副
市
長
（
答
弁
）
本

市
に
お
い
て
も
、
国
の
取
扱
い
に

準
じ
、
押
印
を
原
則
廃
止
す
る
方

針
の
下
、
直
ち
に
廃
止
可
能
な
も

の
は
令
和
2
年
度
中
か
ら
順
次
廃

止
し
て
い
く
な
ど
、
積
極
的
に
見

直
し
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
本

年
3
月
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
証

明
書
を
請
求
し
、
郵
送
で
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
「
ス
マ
ー
ト
申

請
」
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
か
ら
の
氏

名
・
住
所
等
の
自
動
読
取
等
に
よ

り
、
申
請
書
作
成
の
負
担
軽
減
を

図
る
「
書
か
な
い
窓
口
」
の
取
組

を
、
令
和
3
年
度
に
モ
デ
ル
区
で

試
行
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

救
急
搬
送
困
難
事
案

ゼ
ロ
に
向
け
て
の
取
組

■
加
藤
昌
洋
議
員
（
質
疑
）
緊
急

事
態
宣
言
が
延
長
さ
れ
、
徐
々
に

感
染
者
数
が
減
少
し
て
き
て
お

り
ま
す
が
、
現
在
の
救
急
搬
送
の

状
況
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

ま
た
、救
急
搬
送
困
難
事
案
を
な 

く
す
た
め
に
、医
療
機
関
や
京
都
府

と
一
層
の
協
力
を
図
り
、
対
策
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
が
、
対
応
を
お
伺
い
し
ま
す
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
関
係

各
所
の
ご
協
力
に
よ
り
、
2
月

15
日
か
ら
の
一
週
間
で
は
19
件
と

な
り
、
ほ
ぼ
例
年
並
み
の
状
況
と

な
っ
た
ほ
か
、
病
院
へ
の
受
け
入

れ
が
で
き
な
か
っ
た
事
案
に
つ
い

て
も
発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
京
都
府
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

の
機
能
を
応
用
し
て
複
数
の
医
療

機
関
に
対
し
同
時
に
受
入
れ
交
渉

で
き
る
よ
う
京
都
府
や
京
都
府
医

師
会
と
調
整
し
、
シ
ス
テ
ム
の
運

用
方
法
を
改
善
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
も
早
期
の
受
入
先
確
保

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
向
け

民
間
の
知
恵
と
力
を

■
加
藤
昌
洋
議
員
（
質
疑
）
ス

ポ
ー
ツ
は
市
民
に
と
っ
て
健
康
維

持
や
生
き
が
い
を
も
た

ら
す
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
に
賑
わ
い
を
も
た

ら
し
、
産
業
と
し
て

成
長
し
て
い
く
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
分
野
で
す
。

今
一
度
ス
ポ
ー
ツ
の
価

値
を
見
直
し
、
民
間
活

力
も
生
か
し
た
様
々
な

手
法
を
用
い
た
施
設
整

備
が
必
要
で
あ
り
、
具

体
的
な
検
討
に
移
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
が
、
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答

弁
）
官
民
共
同
の
施
設

整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

収
益
性
を
高
め
る
様
々
な
活
用
に

つ
い
て
広
い
視
野
に
立
っ
て
検
討

す
る
と
と
も
に
、
京
都
に
お
け
る

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
気
運
を
高
め
て
、

個
人
や
企
業
か
ら
の
寄
付
金
及
び

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
導
入
を
は
じ
め
と

し
た
民
間
の
知
恵
と
力
を
最
大
限

お
借
り
し
な
が
ら
、
行
政
だ
け
に

よ
ら
な
い
オ
ー
ル
京
都
で
持
続
可

能
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
確
保
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
し
ま
も
と
京
司
議
員
（
質
疑
）

京
都
市
の
次
期
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
は
、
南
部

を
中
心
に
21
世
紀
の
新
た
な
価
値

を
創
造
す
る
活
性
化
等
が
重
要
で

あ
り
、
私
も
審
議
会
参
画
や
過
去

の
代
表
質
問
で
提
言
し
た
計
画
進

化
も
実
現
し
ま
し
た
が
、
今
後
は

用
途
地
域
の
制
約
に
対
し
て
も
柔

軟
に
対
応
し
、
地
域
住
民
の
生
活

意
識
や
広
域
的
視
点
と
未
来
社
会

の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
市
の
新
し
い
計
画
で
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
針
と
ビ

ジ
ョ
ン
で
ま
ち
づ
く
り
を
構
築
し
、

改
定
を
進
め
て
行
く
べ
き
と
考
え

て
い
る
か
お
答
え
く
だ
さ
い
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
都
市

格
の
向
上
を
暮
ら
し
の
豊
か
さ
に

繋
げ
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る

力
強
い
経
済
と
未
来
を
担
う
層
の

定
住
促
進
が
重
要
で
、
周
辺
部
な

ど
多
様
な
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、

と
り
わ
け
南
部
創
造
の
エ
リ
ア
を

中
心
に
、
京
都
の
活
力
を
先
導
す

る
実
効
性
の
高
い
プ
ラ
ン
と
な
る

よ
う
全
庁
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

今
後
の
農
業
政
策
指
針
と

守
る
べ
き
日
本
の
原
風
景

■
し
ま
も
と
京
司
議
員
（
質
疑
）

次
期
京
都
市
農
林
行
政
方
針
で

は
、
①
例
え
ば
南
区
の
ま
ち
な
か

や
鴨
川
・
桂
川
流
域
で
の
京
野
菜

生
産
者
と
産
業
集
積
地
と
し
て
の

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等
が
販
路
開
拓

や
作
業
効
率
、
加
工
流
通
等
に
て

コ
ネ
ク
ト
す
る
「
他
業
種
連
携
／

新
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
」、
な
ら
び
に 

②
こ
れ
も
例
え
ば
南
区
で
の
農
家

と
学
校
の
協
力
に
よ
る
児
童
の
栽

培
・
収
穫
体
験
で
市
民
理
解
を
広

め
深
め
る
「
市
民
・
事
業
者
等
の

理
解
促
進
に
基
づ
く
消
費
拡
大
」

と
い
う
よ
う
な
支
援
や
共
に
支
え

る
仕
組
み
づ
く
り
が
非
常
に
重
要

で
す
が
、
い
か
が
お
考
え
で
し
ょ

う
か
。

■
岡
田
憲
和
副
市
長
（
答
弁
）
農

林
業
の
発
展
の
た
め
、
生
産
者
・

消
費
者
・
先
端
技
術
を
持
つ
大
学

や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等
が
連
携
し

て
検
討
す
る
場
を
立
ち
上
げ
、
課

題
解
決
と
成
長
産
業
化
を
進
め
ま

す
。
そ
し
て
市
民
が
農
業
と
深
く

関
わ
る
機
会
と
参
画
も
促
し
、
生

産
者
や
企
業
等
と
の
協
働
・
共
に

支
え
あ
う
仕
組
み
の
創
出
な
ど
に

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

南
区
の
歴
史
と
現
状
・
未
来

文
化
的
で
新
た
な
ま
ち
に
！

■
し
ま
も
と
京
司
議
員
（
要
望
）

全
市
を
支
え
る
下
水
処
理
や
ゴ
ミ

埋
立
跡
地
、
屠
畜
場
や
工
業
用
地

跡
も
多
く
あ
り
、
今
後
の
塔
南
高

校
跡
地
や
上
下
水
道
局
移
転
後
に

も
ぜ
ひ
「
こ
れ
か
ら
の
《
南
区
》

に
は
様
々
な
《
文
化
》
を
」
と
の

観
点
に
よ
る
有
効
活
用
を
！
ま
た

羅
城
門
の
再
建
も
歴
史
的
・
文
化

的
象
徴
と
し
て
ぜ
ひ
南
区
へ
と
強

く
要
望
い
た
し
ま
す
。

申
請
負
担
軽
減「
書
か
な
い
窓
口
」

1 �京都市公営企業（交通局・上下水道局）令和3年度予算

2 �デジタルトランスフォーメーション促進と地域企業の生産性向上

3	 	京都の観光政策における「質的」向上と市民生活の調和

4 �堀川－油小路通（南区－下京間）バイパス整備と渋滞対策

5	 	京都市「都市計画マスタープラン」改定と南部創造のまちづくり

6	次期京都市農林行政方針と南区モデル「創・連携」「市民参加」

7	 	南区を未来の文化的エリアに！新羅城門も誘致（要望）

⃝しまもと京司議員の質疑項目⃝

1		�民間活力を生かしたスポーツ施設の整備
2		�持続可能な制度に向けた敬老乗車証の見直し
3		�窓口業務等における書類簡素化の推進
4		�コロナ禍における一時保護所の体制
5		�新型コロナウイルス感染症の感染拡大に対
する救急対応

6		�防災体制の整備（要望）
7		�ECサイトやAR・VR等を活用した商店街の
振興（要望）

⃝加藤昌洋議員の質疑項目⃝

新
た
な
価
値
創
造
の
伸
び
し
ろ

北
部
保
全
・
中
央
部
再
生
・
南
部
創
造
の
ま
ち
づ
く
り

救急隊

C病院B病院A病院 D病院

応
答
な
し 近距離

遠距離

よろずネット端末 よろずネット端末 よろずネット端末 よろずネット端末

緊
急
搬
送
要
請

緊急搬送要請!!

PCから
入力

消防指令センター

専
用
電
話
で
受
入
要
請

対
応
不
可（
電
話
）

×× OK! OK!

搬
送

京
都
市
南
部
ら
く
な
ん
進
都
を
中
心

に
見
た
新
都
市
計
画
プ
ラ
ン（
案
）図

市
民
サ
ー
ビ
ス
利
便
性
向
上

郵
送
申
請
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
推
進
で

新 
都
市
計
画
と
文
化
の
南
区

し
ま
も
と
京
司 

議
員

⃝

南
区 【

代
表
質
疑
】

加
藤
昌
洋 

議
員

⃝

中
京
区

2
月
市
会
（
2
月
24
日
）

救急搬送困難事案

令和3年3月28日 自由民主党京都市会議員団ニュース 第71号
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皆さん皆さんのの

ご意見・ご要望
ご意見・ご要望をを
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お寄せ下さい

〒604-8571 京都市中京区河原町御池
自民党京都市会議員団
 jimin3@nifty.com FAX.257-3091

自由民主党市会議員団に聞きました

次期京都市
基本計画

〜私達の想い〜

　

京
都
の
特
性
・
強
み
を
活

か
し
、
力
強
い
経
済
と
更
な

る
活
力
の
創
生
へ
。
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
に
あ
る
が
、

時
代
の
潮
流
を
踏
ま
え
、
未

来
志
向
で
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
引

き
続
き
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。

　

十
年
前
に
続
き
今
回
も
基

本
計
画
審
査
特
別
委
員
と
し

て
質
疑
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

「
市
民
主
体
」「
行
政
は
サ

ポ
ー
ト
」
と
役
割
を
明
確
に

し
た
上
で
、
財
政
状
況
の
共

有
実
現
に
「
伝
え
る
力
」
を

発
揮
す
る
様
に
提
言
。

　
「
未
来
に
希
望
と
責
任
」

を
大
切
に
計
画
を
遂
行
す

る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
基
本
計
画

に
沿
っ
た
施
策
が
推
進
さ

れ
る
よ
う
、
議
論
を
行
い
ま

す
。

　

25
年
間
に
わ
た
る
京
都
市

基
本
構
想
の
総
仕
上
げ
の
今

後
5
年
間
の
基
本
計
画
は
、

人
生
1
0
0
年
時
代
・
少
子

化
・
地
球
温
暖
化
に
対
応
し

て
ゆ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

が
、
実
現
に
は
財
源
確
保
が

急
務
か
つ
不
可
欠
で
あ
る
。

　

財
政
難
、
コ
ロ
ナ
の
蔓
延

な
ど
大
変
厳
し
い
事
態
に
直

面
し
て
い
る
京
都
市
で
す
が
、

次
期
京
都
市
基
本
計
画
に
て

更
に
力
強
い
経
済
と
活
力
を

創
り
、
未
来
に
責
任
あ
る
持

続
可
能
な
京
都
市
と
な
る
よ

う
努
め
ま
す
。

　

福
祉
と
教
育
、防
災
減
災
の

施
策
は
絶
対
に
後
退
さ
せ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。し
か
し
な
が

ら
、京
都
市
独
自
の
手
厚
い
制

度
の
持
続
に
は
、辛
抱
も
必
要

で
す
。と
も
に
厳
し
い
現
状
を

受
入
れ
、よ
り
よ
い
未
来
に
向

か
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

京
都
市
民
に
と
っ
て
、
京

都
市
の
未
来
に
「
夢
と
希
望
」

が
抱
け
る
計
画
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
に
基
づ
き
、

京
都
市
職
員
は
、
達
成
に
向

け
、
全
力
で
推
進
す
べ
き
も

の
で
あ
り
、
私
は
確
実
な
進

行
を
求
め
る
。

　

京
都
市
の
将
来
を
見
据
え

て
多
く
の
視
点
を
市
民
目
線

で
審
議
し
て
新
た
な
基
本

計
画
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
で
、

1
4
7
万
市
民
が
生
活
し
て

い
く
た
め
の
確
か
な
ま
ち
づ

く
り
に
も
取
り
組
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

人
口
減
少
と
少
子
化
社
会

に
立
ち
向
か
う
た
め
、厳
し
い

財
政
状
況
の
も
と
、行
財
政
改

革
に
取
り
組
み
、京
都
市
に
住

み
、子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み

育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

向
け
て
、真
摯
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

次
期
京
都
市
基
本
計
画
は
、

「
京
都
の
未
来
像
」
と
「
行
政

経
営
の
大
綱
」
等
を
盛
り
込

む
「
戦
略
的
な
計
画
」。
人
口

減
少
の
本
格
化
、
地
球
温
暖

化
の
加
速
等
、
直
面
す
る
課

題
を
踏
ま
え
確
か
な
ま
ち
づ

く
り
に
必
要
な
礎
。

　

昨
今
の
予
測
不
可
能
な
社

会
情
勢
の
中
、
よ
り
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
う

え
で
本
基
本
計
画
は
重
要
な

指
針
と
な
り
ま
す
。
財
政
状

況
の
厳
し
い
中
で
も
着
実
に

進
め
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
京
都
経
済
も

大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
今

後
5
年
間
の
次
期
計
画
は
回

復
の
兆
し
が
見
え
る
迄
の
3

年
間
と
そ
の
後
の
2
年
間
を

分
け
、
行
政
コ
ス
ト
の
見
え

る
化
と
市
民
へ
の
丁
寧
な
説

明
が
求
め
ら
れ
る
。

　

毎
朝
の
テ
レ
ビ
の
星
座
占

い
が
気
に
な
る
人
は
多
い
が
、

京
都
市
の
将
来
を
指
し
示
す

基
本
計
画
へ
の
関
心
は
薄
い
。

今
の
声
が
未
来
を
創
り
ま
す
。

過
去
に
学
び
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

の
京
都
の
未
来
を
展
望
し
て

大
い
に
談
論
風
発
を
！

　

本
計
画
の
立
案
時
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

第
三
波
前
で
あ
り
、
ま
し
て

や
変
異
株
の
脅
威
へ
の
懸
念

が
な
い
中
で
着
手
さ
れ
た
も

の
で
現
状
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が

あ
っ
た
。
ま
ず
は
こ
の
一
年

の
施
策
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

25
年
計
画
で
あ
る
基
本
構

想
の
総
仕
上
げ
で
、か
つ
、未

来
に
繋
ぐ
大
切
な
計
画
で
す
。

積
み
重
ね
た
課
題
で
あ
る
歳

出
超
過
を
是
正
し
つ
つ
も
未

来
に
夢
あ
る
計
画
と
し
、
市

民
の
皆
様
に
ご
理
解
と
ご
協

力
い
た
だ
け
る
取
組
を
。

　

今
後
5
年
の
計
で
あ
る
京

都
市
基
本
計
画
。本
市
の
厳
し

い
財
政
状
況
も
鑑
み
、「
財
源

無
く
し
て
計
画
無
し
」
と
の

思
い
で
、
未
来
の
た
め
の
行

財
政
改
革
を
断
行
す
べ
き
と

特
別
委
員
会
委
員
と
し
て
も

全
力
で
議
論
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
と
危
機
意
識

を
共
有
し
ご
理
解
を
得
る
努

力
を
重
ね
、
市
民
目
線
に

立
っ
て
、
力
強
い
経
済
と
都

市
の
活
力
の
創
出
に
向
け
て

希
望
の
持
て
る
未
来
を
切
り

拓
い
て
い
け
る
よ
う
力
を
注

い
で
ま
い
り
ま
す
！

　

市
の
「
世
界
文
化
自
由
都

市
宣
言
」
を
最
上
位
理
念
と

す
る
基
本
構
想
の
具
体
化
計

画
内
容
と
意
義
を
全
市
民
の

皆
様
と
共
有
・
実
行
す
る
努

力
、
な
ら
び
に
文
化
の
産
業

化
と
経
済
効
果
を
高
め
て
行

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

京
都
市
基
本
計
画
は
、
京

都
市
の
将
来
目
標
を
実
現
す

る
た
め
に
必
要
な
手
段
、
施

策
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

す
。
そ
れ
ら
を
実
現
す
る
た

め
に
、
こ
れ
か
ら
も
市
会
に

お
い
て
し
っ
か
り
と
議
論
を

し
て
い
き
ま
す
。

　

変
化
の
激
し
い
社
会
情
勢

な
ど
、
本
市
を
取
り
巻
く
厳

し
い
環
境
に
的
確
に
対
応
し
、

基
本
計
画
に
掲
げ
る
京
都
の

未
来
像
の
実
現
を
目
指
す
た

め
、
本
市
の
強
み
で
あ
る
市

民
力
・
地
域
力
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

　
「
悠
久
の
都
」
京
都
は
時

代
時
代
の
荒
波
を
、
し
な
や

か
に
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
、
私

た
ち
は
新
し
い
京
都
を
創
造

す
る
た
め
、
次
期
基
本
計
画

の
中
身
に
つ
い
て
、
様
々
な

議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
と
財
政
難
の
2
つ

の
危
機
下
で
、
財
政
構
造
の
抜

本
的
な
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
力
強
い
経
済
と
都
市
活
力

の
根
源
は「
住
民
自
治
」で
あ

り
、
多
様
な
主
体
の
参
加
と
協

働
に
よ
り
希
望
の
持
て
る
京
都

の
未
来
を
切
り
拓
き
た
い
。

や
ま
ず
ま
い
子

下京区

中
村
三
之
助

上京区

山
本
　
恵
一

北区

寺
田
　
一
博

上京区

津
田
　
大
三

中京区

平
山
た
か
お

東山区

加
藤
　
昌
洋

中京区

富
　
き
く
お

山科区

𠮷
井
あ
き
ら

山科区

森
田
　
　
守

右京区

井
上
よ
し
ひ
ろ

右京区

橋
村
　
芳
和

伏見区

下
村
あ
き
ら

下京区

田
中
　
明
秀

西京区

田
中
た
か
の
り

右京区

み
ち
は
た
弘
之

伏見区

西
村
　
義
直

西京区

繁
　
　
隆
夫

伏見区

椋
田
　
隆
知

南区

し
ま
も
と
京
司

南区

豊
田
　
恵
美

左京区

さ
く
ら
い
泰
広

左京区
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